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Ⅰ 寄附申出企業の概要

１ 株式会社アイビック
（１）代 表 者：加藤 勝弘

（２）本 社 所 在 地：群馬県富岡市
（３）県内の支店等：東北統括支店（大館市）、秋田支店（秋田市）

（４）事 業 内 容：斜面崩壊対策工事、地すべり対策工事、

予防治山工事 等
（５）寄附申出事業：白神山地保全推進事業

２ 株式会社アルビオン
（１）代 表 者：小林 章一

（２）本 社 所 在 地：東京都中央区

（３）県内の研究拠点：白神研究所（藤里町）
（４）事 業 内 容：高級化粧品の製造、販売

（５）寄附申出事業：地域を支える「関係人口」創出・拡大事業
秋田の里地里山を守り継ぐプロジェクト事業

白神山地保全推進事業

３ ＮＴＣコンサルタンツ株式会社
（１）代 表 者：大村 仁

（２）本 社 所 在 地：愛知県名古屋市

（３）県内の事業所等：東北支社秋田営業所（秋田市）
（４）事 業 内 容：建設コンサルタント

（５）寄附申出事業：秋田の里地里山を守り継ぐプロジェクト事業

４ オリジナル設計株式会社
（１）代 表 者：菅 伸彦

（２）本 社 所 在 地：東京都渋谷区
（３）県内の支店等：秋田事務所（秋田市）

（４）事 業 内 容：上下水道に関連する調査・計画・設計・施工監理 等
（５）寄附申出事業：白神山地保全推進事業

５ 住友ベークライト株式会社

（１）代 表 者：藤原 一彦
（２）本 社 所 在 地：東京都品川区

（３）県内の支店等：秋田住友ベーク株式会社（秋田市）

（４）事 業 内 容：高機能プラスチック、半導体関連材料の製造・
開発 等

（５）寄附申出事業：医工連携人材育成事業
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６ 全農畜産サービス株式会社

（１）代 表 者：種田 貴至

（２）本 社 所 在 地：東京都江東区
（３）県内の事業所等：秋田ＳＰＦ豚センター、秋田大仙ＳＰＦ豚センター

（いずれも大仙市）、
由利本荘ＳＰＦ豚センター（由利本荘市）

（４）事 業 内 容：素畜から施設、資材まで取り扱う総合畜産会社

（５）寄附申出事業：秋田の里地里山を守り継ぐプロジェクト事業

７ 医療法人社団創志会東京中央美容外科

（１）代 表 者：青木 剛志

（２）本 社 所 在 地：東京都町田市
（３）県内の事業所等：なし

（４）事 業 内 容：美容医療
（５）寄附申出事業：白神山地保全推進事業

８ ＤＯＷＡエコシステム株式会社

（１）代 表 者：飛田 実
（２）本 社 所 在 地：東京都千代田区

（３）県内の事業所等：エコシステム秋田株式会社（大館市）
エコシステム小坂株式会社（小坂町）

エコシステム花岡株式会社（大館市） 等

（４）事 業 内 容：環境・リサイクル事業
（５）寄附申出事業：秋田の里地里山を守り継ぐプロジェクト事業

動物にやさしい秋田ＰＲ事業

９ ＤＯＷＡエレクトロニクス株式会社
（１）代 表 者：鈴木 浩二

（２）本 社 所 在 地：東京都千代田区
（３）県内の事業所等：半導体材料研究所（秋田市）

ＤＯＷＡセミコンダクター秋田株式会社（秋田市）

（４）事 業 内 容：電子材料事業その他これに関する事業
（５）寄附申出事業：秋田の里地里山を守り継ぐプロジェクト事業

動物にやさしい秋田ＰＲ事業

10 ＤＯＷＡメタルマイン株式会社
（１）代 表 者：須山 俊明

（２）本 社 所 在 地：東京都千代田区
（３）県内の事業所等：小坂製錬株式会社（小坂町） 等

（４）事 業 内 容：製錬業（金属の回収）
（５）寄附申出事業：秋田の里地里山を守り継ぐプロジェクト事業

動物にやさしい秋田ＰＲ事業
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11 ニプロ株式会社

（１）代 表 者：佐野 嘉彦

（２）本 社 所 在 地：大阪府大阪市
（３）県内の支店等：大館工場

（４）事 業 内 容：医療機器、医薬、ファーマパッケージング事業
（５）寄附申出事業：医工連携人材育成事業

12 ハワード株式会社

（１）代 表 者：早川 豪彦
（２）本 社 所 在 地：東京都渋谷区

（３）県内の支店等：なし

（４）事 業 内 容：衣料品、服飾品の製造 等
（５）寄 附 金 額：白神山地保全推進事業

13 古河林業株式会社

（１）代 表 者：古河 潤一
（２）本 社 所 在 地：東京都千代田区

（３）県内の事業所等：阿仁林業所、秋田プレカット工場
（いずれも北秋田市）

（４）事 業 内 容：秋田杉丸太・住宅骨組部材の生産販売、住宅建築等
（５）寄附申出事業：秋田の里地里山を守り継ぐプロジェクト事業

14 株式会社ポプラ社

（１）代 表 者：千葉 均
（２）本 社 所 在 地：東京都千代田区

（３）県内の事業所等：なし

（４）事 業 内 容：児童書・一般書などの出版
（５）寄 附 金 額：子どもの読書習慣形成推進事業
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Ⅱ 「企業版ふるさと納税」活用事業の概要

◆ 令和２年度の寄附申出額の合計：９８０万円（１４社）

１ 医工連携人材育成事業

（１）事業内容
県内企業に対して、医療福祉関連産業に係る技術、サービス、業界動

向、関係法令などの知識を習得するセミナーを開催することで、企業の
業界参入促進及び事業拡大を支援するとともに、学生に対して、県内企

業の技術や製品、当該業界の理解を促進するため「ものづくりオープン
カレッジ」を開催し、学生の関心喚起と県内関連企業へ就職を促進する

ことで、学生の県内定着を図ります。

また、市場の拡大が予想されるヘルスケア産業について、セミナーや
ワークショップにより関連人材の育成を図り、先進的なヘルスケアビジ

ネスモデルの創出を目指します。
（２）令和２年度の取組予定等

・コロナ時代の医療物資等開発 参入支援促進ＷＥＢセミナーの開催

令和２年７月２９日 ＷＥＢ及び産業技術センター
・「秋田県企業ガイドブック２０２０」の作成

・ヘルスケア産業セミナーの開催
令和２年９月７日 ＷＥＢ及びＡＬ☆ＶＥシアター

・デジタルヘルスケアセミナーの開催

令和２年９月２８日 にぎわい交流館 ＡＵ
令和２年１１月３０日 にぎわい交流館 ＡＵ（予定）

・医工連携ものづくりセミナーの開催（予定）
令和２年１１月２０日 秋田県立大学秋田キャンパス

２ 子どもの読書習慣形成推進事業

（１）事業内容
将来、地域の読書活動を担う人材となる高校生までを対象とした読書

推進事業を充実させるとともに、市町村等と連携して、子どもの読書活
動を支援する人材育成を推進し、子どもの読書習慣の形成や県内の図書

館の振興を図ります。

（２）令和２年度の取組予定等
・調べ学習講座、絵本でＳＤＧｓ講座の開催（令和２年１０月～１１月）

・中学生、高校生のビブリオバトル大会の開催(令和２年 1０月～１１月)
・読み聞かせボランティア養成講座の開催(令和２年８月～１０月)

・学校図書館活性化支援研修の実施（令和２年８月）
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３ 秋田の里地里山を守り継ぐプロジェクト事業
（１）事業内容

国土保全や水源涵養、癒やしをもたらす働きなど、多面的な機能を有

する里地里山を国民共有の財産として後世に引き継いでいくため、県内
外の企業や大学等（里地里山サポーター）と協働で行う里地里山の保全

活動等に対して支援します。
・「守りたい秋田の里地里山５０」として県から認定された地域の保全

・継承に向け、首都圏等において、その役割や魅力を広くＰＲするプ

ロモーション活動を実施
・同認定地域における里地里山サポーターよる保全活動等への支援

・同認定地域における営農の継続に対する支援
（２）令和２年度の取組予定等

・県内におけるプロモーション活動の実施（令和２年１０月、秋田県種

苗交換会：横手市）
・「里地里山のサポーター」の募集、保全活動の支援(令和２年４月～)

・耕作放棄防止に向けた、新たな農地の借受支援(令和２年４月～)

４ 地域を支える「関係人口」創出・拡大事業
（１）事業内容

県外に居住しながらも、特定の地域に継続的な形で関わる「関係人口」
を創出するとともに、地域内で不足する企画力・実行力を「関係人口」

により補うための体制づくりや、「関係人口」を生かした地域づくりを
サポートする中間支援団体等の育成を図り、人口減少・高齢化が進む秋

田県における接続可能な地域社会の形成に向けた新たな体制を構築しま

す。
（２）令和２年度の取組予定等

・関係人口を創出するためのオンライン交流会の開催（令和２年１１月
１５日）

・地域の維持・活性化に向けた活動をしている団体が、関係人口を受け

入れるための実践的な研修会を開催（男鹿市、三種町）
・集落行事体験オンライン交流会の実施（令和３年１月）

５ 動物にやさしい秋田ＰＲ事業

（１）事業内容
平成３１年４月、秋田市雄和にオープンした動物愛護センター「ワン

ニャピアあきた」を動物愛護推進及び秋田犬に関する総合情報の発信拠
点と位置づけ、国内外に向けて「動物にやさしい秋田」を発信し、本県

のイメージアップを図ります。

（２）令和２年度の取組予定等
・５言語施設パンフレット（第２版）の作成

・センターにおける秋田犬の展示（令和２年６月～令和３年２月）
・フォトコンテストの実施（令和２年７月～９月）

・動物雪像コンテストの実施（令和３年２月）
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６ 白神山地保全推進事業
（１）事業内容

日本で初めての世界自然遺産となった白神山地において、その世界遺

産としての価値と素晴らしさを環境教育や自然体験等を通じて県民等に
伝え、白神山地を将来にわたって守り伝えるための取組を行います。

（２）令和２年度の取組予定等
・白神山地の価値や魅力の情報発信を強化するための「エコツーリズム

推進事業」の実施

・「あきた白神認定ガイド（県認定ガイド）」を輩出するための講習・
試験や「白神体験塾」（白神山地をフィールドにした自然体験教室）

の開催


